
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
物
価
高
に
見

合
っ
た
年
金
の
引
き
上

げ
や
年
金
裁
判
と
仲
間

増
や
し
の
運
動
を
柱
に

奮
闘
し
、
現
勢
の
後
退

を
止
め
、
前
回
大
会
時

現
勢
回
復
を
め
ざ
し
て

き
ま
し
た
。

今
年
は
一
日
も
早
く

現
勢
の
回
復
を
図
り
、

道
本
部
大
会
を
成
功
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

夏
に
は
参
議
院
選
挙

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の

総
選
挙
で
自
公
の
与
党

勢
力
を
過
半
数
割
れ
に

追
い
込
み
ま
し
た
。
引

き
続
き
高
齢
者
の
要
求

実
現
の
た
め
に
奮
闘
し

ま
し
ょ
う
。

執
行
委
員
長

平
川

敏
雄

月

日
に
第

回

12

17

18

全
道
支
部
代
表
者
会
議

・
中
央
本
部
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
大
雪
の
た
め

Ｊ
Ｒ
が
運
休
し
、
空
知

地
域
の
支
部
を
は
じ
め

４
支
部
が
急
遽
欠
席
と

な
り
ま
し
た
が
、
予
定

し
て
い
た
他
の
支
部
が

大
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず

出
席
し
、
定
数
ぴ
っ
た

り
の

支
部
の
出
席
と

30

な
り
ギ
リ
ギ
リ
成
立
し

ま
し
た
。

中
央
本
部
か
ら
木
田

保
男
書
記
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

支
部
組
合
費
納
入

基
準
変
更
案
提
出

今
回
、
２
号
議
案

｢

支
部
か
ら
道
本
部
へ

の
組
合
費
納
入
算
定
基

準
の
変
更
に
関
す
る
提

案｣

が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
道
本
部
へ

の
納
入
割
合
を

％
か

50

ら

％
に
改
め
る(

財
政
の
厳

55
し
い
支
部
に
は
緩
和
措
置
を

取
る)

と
言
う
も
の
で
す
。
こ

の
内
容
を
支
部
の
議
論
を
経

て
、
７
月
の
定
期
大
会
で
承

認
を
得
る
と
い
う
提
案
で
す
。

こ
の
問
題
を
は
じ
め
、
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
聴
器
助
成
の
取
り
組
み
、

意
見
著
採
択
の
運
動
、
女
性

部
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

年
金
改
善
の
財
源
は
あ

る
の
か
？

ま
た
、｢

最
低
保
障
年
金
な

ど
の
財
源
を
明
確
に
し
て
ほ

し
い｣

と
の
質
問
に
は
中
央
本

部

木
田
書
記
長
が
「
年
金
積

み
立
て
金
を
使
う
と
言
っ
て

も
積
み
立
て
金
の
配
当
金
や

利
子
収
入
を
使
う
の
で
あ
っ

て
、
元
本
を
減
ら
す
も
の
で

は
な
い
」
と
説
明
。
そ
の
上

で｢

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を

２
０
２
６
年
に
終
了
し
た
と

し
て
、
そ
の
た
め
の
負
担
分

は
、
積
み
立
て
金
の
利
子
収

入
、
配
当
金
な
ど
で
十
分
ま

か
な
う
こ
と
が
出
る｣

と
回
答

し
ま
し
た
。(

年
金
者
新
聞
９

月

日
号
に
よ
れ
ば｢

運
用
収

15
益
の
年
平
均
は
６
兆
円
規

模｣
)１

号
議
案
は
満
場
一
致
で

採
択
。
２
号
議
案
も
保
留
１

名
を
除
く
賛
成
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

第４３３号（１） 道年金者組合ニュース ２０２５年１月１０日

第４３３号
2025年 1月号
全日本年金者組合
北海道本部
〒 003-0801
札幌市白石区菊水
1 条 4 丁 目
1-5-202
Tel 011-815-6338
Fax 011-876-8511

E-mail
donenkin@sirius.oc
n.ne.jp

項目
道
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー
ス

札幌市・深川市・湧別町議会
年金引き上げ意見書採択

１２月１１日札幌市議会で年金引き上げ

意見書が全会一致で採択されました。政令

指定都市、道庁所在地での採択は他の市町

村にに与える影響も大きく、重要な意味を

持ちます。また、同日、湧別町議会でも原

案通り、全会一致で意見書が採択されまし

た。深川市議会は９月議会で全会一致で採

択されましたした。

大雪乗り越え支部代表者会議開催！議案採択

12月 17日支部代表者会議・北海道ブロック会議にて

請願書を手渡す札幌支部協菅原代表 (当時 )



月

日
、
今
年
最

12

13

後
の
年
金
支
給
日
宣

伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
気
温
も
低
く
、

雪
の
た
め
中
止
と
な

っ
た
支
部
も
あ
り
ま

し
た
が
、
美
唄
、
滝

川
、
札
幌
西
、
札
幌

小
樽
支
部
の
宣
伝
風
景

厚
別
、
札
幌
東
、
士
別
支
部

で
は
、
め
げ
ず
に
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。
札
幌
北
、

旭
川
、
小
樽
、
函
館
、
室
蘭
、

江
別
の
各
支
部
と
道
本
部
は

署
名
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

旭
川
で
は
マ
イ
ナ
ス
３
度
で

ボ
ー
ル
ペ
ン
も
凍
っ
て
苦
労

し
ま
し
た
。

札
幌
清
田
、
札
幌
南
、
札

幌
手
稲
、
恵
庭
の
各
支
部
で

は
敬
老
パ
ス
や
子
供
医
療
無

料
化
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
で

支
部
１
６
７
名
が

20

参
加
し
、
年
金
署
名

筆
、

56

保
険
証

筆
、
敬
老
パ
ス
署

25

名

筆
を
集
約
し
ま
し
た
。

74
そ
し
て
年
金
ビ
ラ
を
６
２
９

枚
配
布
し
ま
し
た
。

室蘭支部：雪の中での宣伝風景、登別でも宣伝実施

月

日
に
、
札
幌
市
役

12

25

所
で
札
幌
敬
老
パ
ス
守
る
連

絡
会
が
札
幌
市
に｢

敬
老
パ
ス

制
度
の
存
続
と
拡
充
の
要

請
」
と
署
名
２
万
９
千
１
８

２
筆(

前
回
提
出
分
と
合
わ
せ

て
５
万
５
千
１
８
２
筆)

を
添

え
て
提
出
し
ま
し
た
。

現
役
世
代
と
の
分
断

煽
る
市
長
を
批
判

署
名
提
出
に
当
た
り
、
三

浦
共
同
代
表
は
記
者
会
見
で

市
役
所
を
包
囲
す
る
市
民
の
列

敬
老
パ
ス
改
悪
の
理
由
と
し

て
市
長
が｢

現
役
世
代
の
負
担

を
減
ら
す
た
め｣

と
言
っ
て

「
意
図
的
に
高
齢
者
と
現
役

世
代
の
対
立
を
煽
っ
て
い
る｣

と
強
く
批
判
し
ま
し
た
。
12

時

分
か
ら
宣
伝
行
動
を
行

15
い
、
２
２
０
人
の
市
民
が
市

役
所
を
包
囲
し
ま
し
た
。
最

後
に
札
幌
市
長
に｢

敬
老
パ
ス

を
存
続
し
ろ
！｣

と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
な
ど
で

一
斉
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

目黒札幌支部協副会長が記者会見に同席

２０２５年１月１０日 道年金者組合ニュース 第４３３号（２）

秋の月間合計
支部名 増 減 支部名 増 減 支部名 増 減
札幌北 3 1 札幌東 5 2 札幌白石 4
札幌厚別 8 1 札幌清田 1 札幌南 1 2
札幌西 11 7 札幌手稲 1 3 江別 5 8
恵庭 1 千歳 1 北広島 1
小樽 2 2 余市 1 函館 4 2
室蘭 1 岩見沢 2 3 砂川 1
旭川 4 士別 2 十勝 4 6
釧路 1 遠軽 1 網走 1
計 31 11 9 13 16 23

総合計 56 47

｢
秋
の
月
間｣

名
加
入
し
９
名
の
純
増

56

秋
の
月
間
は
総
選
挙
の
影
響
も
あ
り
、
当
初
、
月
間
に
ふ
さ
わ

し
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

月
に
入

11

っ
て

名
の
組
合
員
を
迎
え
入
れ
、

月
と
合
わ
せ
て

名
が
組

39

10

56

合
に
加
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
札
幌
厚
別
支
部
と
江
別
支
部
が
月

間
目
標
を
達
成
し
、
全
体
で
も
９
名
の
純
増
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

支
部
が
組
合
員
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

18

雪の中､年金支給日宣伝に20支部

｢

敬
老
パ
ス
署
名｣

５
５
１
８
２
筆
提
出

市
役
所
囲
む
宣
伝
行
動
に
２
２
０
名



月

日(

日)
小
樽
支
部

12

22

で
昨
年
に
続
い
て
恒
例
の｢

ク

リ
ス
マ
ス
風
の
つ
ど
い｣
が
開

催
さ
れ

人
が
参
加
し
ま
し

67

た
。海

鳴
り
コ
ー
ラ
ス
の
合
唱

で
始
ま
り
、
聖
夜
な
ど
４
曲

を
演
奏
し
、
リ
ス
ト
の｢

ラ
・

カ
ン
パ
ネ
ラ｣

ピ
ア
ノ
演
奏
と

続
き
ま
し
た
。

演
奏
の
あ
と
大
槌
支
部
長

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

｢

命
尊
し
誰
一
人
殺
さ
な
い
で｣

書
道

古
澤

閏
子

桐塑人形 :子 どもの四季

堂端 桂子 作

組
合
員
へ
こ
の
１
年
間
の
活

動
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
日
本
共
産
党
酒

井
隆
裕
小
樽
市
議
が
あ
い
さ

つ
し
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

小
樽
支
部
は
道
大
会
後

名
純
増
で
ト
ッ
プ

11

交
流
の
時
間
に
た
く
さ
ん

の
参
加
者
が
ス
ピ
ー
チ
し
、

道
本
部
の
室
岡
書
記
次
長
が

｢

６
月
の
道
本
部
大
会
の
あ
と

小
樽
支
部
は

名
純
増
し
て

11

ト
ッ
プ
で
す｣

と
紹
介
す
る
と

ど
よ
め
き
が
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
作
品
展
も
行
わ

れ
、
立
派
な
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。(

写
真
上
参
照)

最
後
に
参
加
者
の
歌
声
で

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 海 鳴 り コ ー ラ ス の 合 唱 風 景

今
年
は

月

日
に
開
催

11

26

し
、
２
種
類
の
カ
レ
ー
を
作

り
ま
し
た
。
写
真
は
カ
レ
ー

を
食
べ
て
、
満
足
し
た
笑
顔

の
参
加
者
の

写
真
で
す
。

皆
で
調
理
、

会
食
す
る
楽

し
み
は
良
い

も
の
で
す
。

久
し
ぶ
り

の
会
食
で
、

元
気
を
回
復

し
、
集
ま
る

こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

月

日
に
長
寿
を
祝
う

11

30

会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
か

ら
対
象
年
齢
を

歳
に
し
、

85

歳
の
方

名
を
含
め
、

85

18

64

名
が
参
加
し
て
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
参

加
者
ど

う
し
元

気
に
歓

談

し
、

カ
ラ
オ

ケ
な
ど

楽
し
み

ま
し
た
。

そ
の
あ

抽選に当たって手を上げる人

と
の
抽
選
会
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

｢

ふ
る
さ
と｣

を
全
員
で
歌

っ
て
、
来
年
の
再
会
を
誓
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は｢

来

年

歳
で
す
が
、
来
年
も
祝

83
う
立
場
で
参
加
し
ま
す｣

｢

懐

か
し
い
方
々
に
お
会
い
す
る

事
が
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
で

す｣

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

☆
旭
川
支
部

月
７
日

12
支
部
長

佐
々
木
輝
明

書
記
長

山
本

幸
子

☆
苫
小
牧
支
部

月

日

12

11

支
部
長

斉
藤

秀
夫

書
記
長

佐
々
木

功

抽選会で盛り上がる会場

第４３３号（３） 道年金者組合ニュース ２０２５年１月１０日

《活動日誌》

１２月度

7日(土)旭川支部第37回定期大会
9日～10日第４７回中央委員会

11日(水)第7回執行委員会
女性部役員会

苫小牧支部第23回定期大会
13日(金)年金支給日宣伝
17日(火)全道支部代表者会議･北海道

ブロック会議

25日(水)北海道後期高齢者医療広域
連合との懇談会

《活動予定》

１月度

15日(水)第9回常任執行委員会
17日(金)十勝ブロック年金学習会
19日(日)道労連第74回評議員会
22日(水)第8回執行委員会

女性部役員会

26日(日)2025年網走支部定期大会
31日(金)2025年度千歳支部大会

北海道社保協運営委員会

支

部

だ

よ

り

支
部
大
会

名
寄
支
部

久
し
ぶ
り

カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
会
に

人
16

札
幌
西
支
部

元
気
が
一
番

長
寿
を
祝
う
会
に

人
64

小
樽
支
部

ク
リ
ス
マ
ス
風
の

つ
ど
い
開
催



室
蘭
支
部

岡
本

悦
子

苫
小
牧
支
部

中
島
浩
子

江
別
支
部

木
村

豊
子

札幌豊平支部 高沢寿枝子

札
幌
清
田
支
部

松
田
ヒ
デ
子

札
幌
西
支
部

増
田
道
子 札幌清田支部 高嶌東亜子当別支部 山田恵美子

札幌清田支部 西村トメ子札幌清田支部 平田紀代美札幌清田支部 小門 良子

切り絵↓

ち
ぎ
り
絵

２０２５年１月１０日 道年金者組合ニュース 第４３３号（４）

文

芸

欄

俳

句

し
づ
り
雪
雲
の
晴
れ
間
に
映
ゆ
る
芝

札
幌
白
石
支
部

両
角

ひ
ろ

ふ
る
里
の
し
き
り
に
恋
し
虚
落
笛札

幌
白
石
支
部

山
本

正
博

自
動
ド
ア
ー
ス
ー
パ
ー
出
れ
ば
枯
れ
葉
音

札
幌
白
石
支
部

茶
谷

由
璃

冬
め
く
も
署
名
訴
つ
た
ふ
吾
が
ポ
ス
タ
ー

札
幌
白
石
支
部

黒
木

洋
子

ロ
ー
ソ
ク
の
炎
の
温
か
き
聖
夜
な
り

室
蘭
支
部

上
野

利
久

極
月
の
湯
気
の
向
こ
う
に
未
完
の
計

室
蘭
支
部

田
口

清
英

ク
リ
ス
マ
ス
瓦
礫
の
中
の
嬰
児
の
声

や

や

室
蘭
支
部

落
合

敏
子

炎
熱
の｢

特
大
化
石
賞｣

地
球
尖
る

ほ

し

と
が

札
幌
東
支
部

北
川

恭
三

短
日
や
昼
あ
わ
た
だ
し
く
夜
ゆ
っ
く
り

北
見
支
部

朝
川

幸
一

冬
の
空
ひ
と
き
は
映
ゆ
る
ナ
ナ
カ
マ
ド

北
見
支
部

小
川

廸
子

真
冬
日
や
ロ
ビ
ー
で
熱
唱
友
の
ハ
バ
ネ
ラ

北
見
支
部

河
西

澄
子

冬
ざ
れ
や
通
院
用
の
服
選
び

北
見
支
部

村
口

照
美

川

柳
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